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県民要求を実現し、県政の革新を推進
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  私たちはこの件に関して、毎年数回から９回にも及ぶ改善申し入れを行ってきました。しかし、改善のないまま子どもたちの夢も希望もうちくだくような事態が繰り返されています。ここに厳重に抗議するとともに、知事及び教育委員会が高等学校設置者会議などで県民・子どもたちに約束している、「行き場のない」子をつくらない緊急措置と、来年度以降に向けた抜本的改革を求めます。

記

1、 下記資料に見るとおり、毎年同じ混乱が繰り返されていることは、県の定員枠組みそのものが経済状況などの推移を反映せず、完全に破綻していることを示しています。
社会問題化している経済格差の拡大が子どもたちを襲い、行政の支援なしには教育の機会均等が守られない重大事態に陥っていることを直視すべきです。
2、 解決の道は２つしかありません。１つは、公立高校の定員を増やすこと。いまひとつは、私学に希望する子どもたちが私学を選べるだけの財政的支援をすること。それは、全日制で解決されるべきことは明らかです。毎年７千人を超える子どもたちが公立全日制入試で不合格とされ、全日制高校志願から定時制に志願をきりかえている実態からも明らかです。教育行政のプロが定時制の人気が上がって云々など言うべきではありません。それは、行政の責任逃れとしか県民には映りません。
　　　　　この間の経過を見るならば、設置者会議をもうけ、知事が先頭に立って協議を重ねて、教育ビジョンつくり、県民フォーラムなどでも、こうした事態の解決を約束してきた知事の責任は重大です。政策的過ちを認め、県民、子どもたちに謝罪し、あらためて改善を約束すべきです。

3、 特に、０９年度から全日制の公立定員枠を中学校卒業生の６０％に固定することが協議会の結論となっている現在、今の延長線上で数字を動かしても何ら解決にはつながりません。いまの経済動向にあうように、公立高校定員と学費支援のあり方を抜本的に見直すよう求めます。
4、 現在の定時制志願者が全員合格できるだけの定員を準備して、二次募集を行うこと。その場合、定時制の適正規模（学年２～３学級）を超えないよう配慮し、全日制の再編校等に分校、分教室の措置をとること。この間の定時制の学習環境の悪化による混乱を改善する必要性については、県が認めているわけですから当然のことです。絶対に子どもたちを犠牲にすることのないよう求めます。
5、 横浜地区の定員不足を解決するために、横浜市立みなと総合高校、または横浜商業高校に戸塚高校定時制の普通科の分教室を設置するなど、関内地区に夜間定時制高校を増やすように横浜市教委と具体的に協議し、実施すること。
6、 毎年、進路が決まらないまま中学を卒業する子どもたちが１０００人もでています。この解決にもつながる重要な課題です。あらゆる手立てを講じてください。

7、 今回、定員を超えて受け入れた学校には、教職員の加配、施設設備の加配など、学校が必要とする条件整備を十分に行うこと。行政の責任を学校現場、子どもたちにしわ寄せすることは絶対に許されません。
以上
〔資料〕　＜０１～０６年度・公立高校定員前年比増減と中学卒業者数前年比増減、

入試途中での定員・合格枠拡大数＞
	年度
	全日制
	定時制
	合計前年比
	中学卒業者
	定時制定員緊急措置数

	01年度
	-2,561
	　　0　
	－２，５６１
	-3,144
	

	02年度
	-2,723
	-140
	－２，８６３
	-2,758
	定員拡大＋３０５、合格枠拡大（横浜総合）＋４９

	03年度
	　 +334
	+175
	　　＋５０９
	-338
	

	04年度
	-969
	 -25
	　　－９９４
	-969
	定員拡大＋１１５、合格枠拡大＋43、三次募集合格＋２５

	05年度
	-2,946
	+270
	－２，６７６
	-3,971
	定員拡大＋１００、合格枠拡大＋65

	06年度
	　-102
	+155
	　　　＋５３
	　　-487
	　　　　　　　　　　　　　 合格枠拡大＋９１

	５年間合計
	-8,967　　
	+435　
	－８，５３２　
	-11,667
	＋７９３

	07年度
	+1,294
	-295
	＋９９９
	+1,188
	定員拡大＋２１０、合格枠拡大＋　？、二次募集定員拡大＋１０５？
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